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育もう地域のきずなと郷土愛

今月の「きずな」今月の「きずな」

☀「東京で子育てしやすいまち」シティプロモーションはじめました ! 
☀世界の文化講座「ベトナム北部の家庭料理をつくろう！」が
　開催されました。
☀平成 29年度羽村市市民提案型協働事業
　　 ～実施結果とこれから実施する事業の紹介～　　

☀「地域で活動している様々な団体」
☀団体のひろば
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「東京で子育てしやすいまち」
　　　　シティプロモーションはじめました！

　それぞれの自治体が抱える課題を解決するために独自の魅力や価値を提供してい
く取組です。これは企業が、良いイメージを広めたり、新しい商品を販売したりす
るときに行うマーケティングの手法を取り入れたものです。
　羽村市では、人口減少・少子高齢化に対応し、賑わいのあるまちであり続けるため、
保育園に待機児童が少ないことや、子育て環境の良さなどを活かし、暮らし、子育
てする魅力を市内外に広くアピールすることで、市民の皆さんには、はむらをもっ
と好きになってもらい、市外の方には、興味や関心を持ってもらい、暮らしや子育
ての場、活動の場として選ばれるよう、「はむらファン」を増やしていきます。

ブランドメッセージ「愛情ギュッと ず～っと はむら
 ～東京で子育てしやすいまち～」

「シティプロモーション」ってなに？

　「はむらは暮しやすい。子育てしやすい」とよく聞きま
すが、それはなぜだろうか？その理由を、アンケートや
ワークショップなどで集めてみたところ、「人の温かさ」

「都会の便利さ」「自然の豊かさ」に集約することができ、
これが、東京のコンパクトな市の中に
ギュッと詰まっているからだとわかり
ました。
　これを、他の自治体にはない魅力とし、表現するブランドメッ
セージ「愛情ギュッと ず～っと はむら」を合言葉に、「羽村市」
＝「東京で子育てしやすいまち」として広く認知されるよう、市
民の皆さんと一緒に魅力を高め、子育てを楽しむ家族の幸福感を
発信する取組を進めています。

【ブランドメッセージ】

愛情ギュッと ず～っと はむら
　　～東京で子育てしやすいまち～

「人の温かさ」「都会の便利さ」「自然の豊かさ」
子どもの成長に大切なモノと家族に必要なモノ
が小さなまちにバランスよくそろっている東京
の羽村市だから、みんなの優しさで子どもを育
てる、家族の笑顔があふれる暮らし方を実現で
きるのです。

【ロゴマーク】

愛 情 は む ら 検 索

【 東京都羽村市公式 PR サイト】
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世界の文化講座
「ベトナム北部の家庭料理をつくろう！」

が開催されました。

　当日はダオ ティ ハイ先生とホアン ティ チャン先生
の料理指導により、ベトナム北部の家庭料理を作りま
した。
　お二人の他にもイラン出身の方１人、中国出身の方
３人、ベトナム出身の方２人もお手伝いとして参加い
ただき、それぞれの調理台に入ってもらいました。
　講座では、19 人の参加者の方が４つのグループに別
れ一緒に料理をつくり、食事をし、色々な国の話をし
てお互いに交流を深めることができ、大変盛り上がり
ました。
　参加いただいた皆様からは「ベトナム料理がおいし
く出来て良かった」「料理を通してベトナムのことが少
しでも知れて良かった」「普段とは違う雰囲気を楽しめ
た」などのお声をいただき、大変好評でした。

多文化共生に向けて
　多文化共生とは「国籍や民族等の異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対
等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと」( 総務省：
多文化共生の推進に関する研究報告書より ) です。
　羽村市には多くの外国籍の市民の方が生活をされています。外国籍の方との交流の
機会があったら、異なる国籍や民族の人々が共に生きていることを積極的に捉え、お
互いの生活文化を教え合ったりそれぞれが生まれた国の良い所等を話し合ってみてく
ださい。
　今回の世界の文化講座では日本、イラン、中国、ベトナムという異なる４つの国の方々
が料理をともに作ることを通じて交流をされました。
　異なる国籍や民族の人達とお互いを理解し合うことは難しいことかもしれませんが、
共通の目的があれば国や民族の違いを超えてお互いを分かり合えるかもしれません。

１２月６日（水）に、日本語支援ボ
ランティア翼の会・夜の部の皆様に
ご協力いただき、ベトナム北部の料
理づくりを通しての文化講座が開催
されました。



平成29年度羽村市市民提案型協働事業
実施結果とこれから実施する事業の紹介

　市民提案型協働事業とは、より効果的に地
域課題や多様化するニーズに対応するため、
市民活動団体の特性を活かした提案を募集
し、市民活動団体が主体となり市と協働で事
業を実施するものです。
　今回は平成 29 年度市民提案型協働事業の
中で実施した事業、これから開催される事業
をご紹介します。

　９月講演会「東日本大震災から６年復
興のリアル」が終了しました。
　講演会にはたくさんの方が参加され東
日本大震災が起きた当日の状況や避難所
での生活について学ばれていました。

　９月の講演会「吉田俊道さんの講演会」
と「土づくりの実践」が終了しました。
　講演会、土づくりの実践ともにたくさ
んの方が参加され熱心に質問をされてい
ました。

　７月の講座「ストレスをためないコ
ミュニケーション術」と１月の講座「歌
声の集い」が終了しました。
　講座にはたくさんの方が参加され、コ
ミュニケーションについて熱心に学ばれ
ていました。

復興支援講演会

いくつになっても元気に
過ごすための講座

わくわく楽しい図画工作塾
と創作作品展

遊ぶ力は生きる力！
―羽村プレーパーク体験事業―

吉田俊道さんの講演会
～パワー野菜が子供を変える～

活動したい市民をつなぐ
　～市民活動スタートアップ

プログラム～　

はむら市民ギャラリー

４回の講座が終了しました。
今後の講座は以下の日程で開催されます。

１２月までの８回の展示が終了しました。
今後の展示は以下の日程で開催されます。

　子ども達による作品の製作が終了しました。
今後は、作品の展示が以下の日程で開催
されます。

　７月の講演会、９月・１２月のプレー
パークが終了しました。
今後のプレーパークは以下の日程で開催
されます。

ロボット ・ 絵本　創作作品展

日時：１月 20 日（土）～ 21 日（日）
場所：ゆとろぎ（展示室）

はむらプレーパーク ( 春 )

日時：３月４日 ( 日 )
場所：堰下レクリエーション広場

市民活動スタートアッププログラム( 講座 )

日時：２月２５日 ( 日 ) 予定
場所：ゆとろぎ ( 講座室２)

第２０回作品展  １月２１日(日)～２８日(日)
第２1回作品展  ２月１８日(日)～２５日(日)
第２2 回作品展  ３月１８日(日)～２５日(日)
場所：コミュニティセンター２階談話ホール
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「地域で活動している様々な団体」
　羽村市では、町内会・自治会をはじめ様々な団体が、人々の暮らしや地域を良くす
るため、「親睦・交流」「安全・安心」「福祉・健全育成」「環境・美化」などの活動を行っ
ています。
　地域を基礎とした、互いに助け合う活動を行う団体は「地縁団体」とも呼びます。
　地域で活動している団体は、自主的な団体や委託を受ける活動をしている団体など、
様々ですが高い知識とノウハウをもって活動しています。
　地域の活動は、相手を思いやる心や地域を愛する心を持ち、地域のためにと取り組
んでいる方が多く、人々が生きていくうえで大切で必要な活動になります。
　地域を支えている身近な団体を
知っていただくとともに、参加の
キッカケになるように、地域で活
動している主な団体を紹介します。

名　称 目　的 ・ 活 動 内 容

町内会・自治会
　地域の問題解決や住民の親睦を図るなど、「住みよいまちづくり」を推進
していくための自主的な団体で、市内に３９町内会・自治会があります。
美化運動・防災訓練・盆踊りなどの交流活動を行っています。

青少年対策地区委員会
　小学校の学区ごとに設立され、７地区の青少年対策地区委員会があります。
　各地区委員会は年間を通して、伝承行事や田んぼ体験、球技大会などの
活動を行っています。

老人クラブ

　老後の生活を楽しく有意義なものにするために、地域の高齢者によって
自主的につくられ、市内に３２団体あります。
　清掃活動や子どもの見守り、ペタンク・輪投げ、囲碁・将棋、カラオケ
などのサークル活動、会員同士の親睦活動を行っています。

羽村市消防団

　市民の生命・財産を火災から守るとともに、水害や地震等の災害を予防
するため活動しています。
　市内に６分団あり、火災現場での消火活動や火災予防活動、台風警戒な
どを行っています。

交通安全推進委員会
　交通安全思想の普及や歩行者などの安全確保を行うために活動しており、
市内に 11 支部あります。
　交通安全運動による広報や立哨を行い、安全確保に努めています。

民生委員・児童委員
　介護が必要な方や、子育てで悩んでいる方などの相談や支援活動を行い、
行政との橋渡し役として活躍しています。

地域で活動している主な団体



「きずな」を通じて情報発信しませんか？

　ボランティアをはじめ、社会貢献を目的とする様々
な市民活動を紹介していきます。
　「活動の場を広げたい」「ボランティアを探してい
る」「仲間を募って活動を始めたい」など、紙面を
通じて広く市民に呼びかけるお手伝いをさせていた
だきます。

　※「きずな」への掲載には市民活動団体登録また
は社会教育関係団体登録をしていただいていること
が条件になります。

問合せ先
市民生活部地域振興課市民活動センター係
℡042-555-1111　内線632
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●ワンコインマジック体験会！
あなたもワンコインマジックをできるようになりませ
んか？２日間を通してワンコインマジックの体験会を
実施します。是非、お越しください。／○平成30
年２月９日（金）、２月23日（金）午後７時～８時30
分／○羽村市福祉センター／○中学生以上／○
５００円／○さくらマジッククラブ／○℡0428-22-
5169・090-6543-5771 小俣道代

●羽村市スキー連盟　羽村市近郊ジュニア
アルペンスキー教室

スキーが初めての方でも気軽に参加できます。友
達と楽しく滑りましょう！ジュニアバッジテストもありま
す！！／○平成30年３月16日（金）夜～18日（日）1.5
泊／○長野県菅平高原スキー場（集合３月16日（金）
午後８時、コミュニティセンター前） ／○40人（先着
順）／○小・中学生、高校生※小学生３年生以
下は要相談／○小・中学生16,000円、大人（高校
生以上）17,000円※リフト・レンタル代別途／○羽村
市スキー連盟に所属している全日本スキー連盟認定
の指導員／○羽村市スキー連盟／○℡042-578-
1626・090-2667-8249　梅津（２月２８日（水）までに
電話連絡のうえ FAX にて名前・住所・電話番号・年
齢を記入してお申込ください。）

団体のひろば団体のひろば

おでかけください

募集しています
●水炎俳句会
俳句が初めての方も大歓迎一緒に楽しみませんか？
先生から楽しい指導をいただいております。／○第２
土曜日　午後１時～４時まで／○ゆとろぎ学習室／
○／俳人協会会員「燎」同人　NHK 学園あきる
野ルピア講師　沢田弥生先生／○1,500円／月
／○筆記用具／○℡042-554-5877 小峰秀司

●草原の会
読書をして色々感想を出し合いましょう。皆様のお
出でをお待ちしております。現在読んでいる本 ( 作
家など問わず ) を紹介してください。／○第３土
曜日　午前10時～正午／○ゆとろぎ学習室／○
1,200円 / 年／○℡042-554-5877 小峰秀司

●羽村市なぎなた連盟
日本の伝統武道にふれ心身共に健康に一緒にお稽
古しましょう。／○毎週火曜日、午後７時～８時30
分／○羽村第二中学校　体育館内　地下　多目
的室／○2,000円 / 月／○公認なぎなた指導員　
鹿野川美香 ( カノガワヨシカ ) ／○℡042-554-
7343 鹿野川

●コールリラ
日本全国歌巡りをしています。皆で楽しく歌えば心身
は健康、心は幸せ、是非練習風景を見にいらしてく
ださい。／○第２・第４火曜日、午前９時30分～正午
／○ゆとろぎ音楽室１／○3,000円 / 月／○成瀬和
子／○℡090-2250-2972橋本久美子

●さくらマジッククラブ
みんなで楽しく不思議に挑戦。脳トレもできてビック
リですよ！／○第１・第３金曜日、午後７時～８時30
分／○羽村市福祉センター／○中学生以上／○
1,000円 / 月／○℡090-6543-5771小俣道代

記号の意味 
○日時　○会場　○対象　○定員・募集人数
○費用　○入会金　○持ち物　○期限
○講師・指導　○出演　○主催　○共催
○後援　○問合せ・申込　○その他


